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背景
タリウムシンチグラフィーによって､良性軟部腰痛と悪性軟部陸湯を鑑別可能であるか評価する
ことが､研究の目的である｡
方法
1995年 4月から2005年 12月の間に､192人の軟部腫癌(悪性 85例､良性 107例)患者に､治療
前にタリウムシンチグラフィーを行った｡タリウムの取り込みをtunor-to-backgroundratio
(TBR)で定量化したO早期相と遅延相のTBR値は､マン･ホイットニーU検定とカイ二乗検定を
用いて統計学的に評価した｡
結果
早期相と遅延相のいずれにおいても､悪性軟部瞳癌の平均 TBR値は､良性軟部腫癌の平均TBR
値よりも統計学的に有意に高値であった(早期相 :良性腰湯22±42%vs.悪性腰湯 124±109%､遅
延相 :良性腫蕩 12±25%vs.悪性腫蕩82±83%､p<0.0001)Oまた､早期相と遅延相のいずれに
おいても､TBR値が20%以上では､悪性の可能性が示唆された(早期相:感度82%と特異度 77% ､
遅延相:感度82%と特異度 84%､p<0.0001)｡高分化型脂肪肉腫はタリウムの低集積を示し､色素
性級毛結節性滑膜炎と腔鞘巨細胞瞳はタリウムの高集積を示した｡
結論
タリウムシンチグラフィ-は､低悪性度脂肪肉腫と局所侵単性の高い良性腫湯を除いては､比較
的正確に良性軟部陸湯と悪性軟部腫湯を鑑別できる有効な診断法であると思われる｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はタリウムシンチグラフィーを用いて､良性軟部腫癌と悪性軟部腫
癌の鑑別が可能であるかを検討したものである｡192症例という多くの症例
を対象とし､タリウムの取り込みをtumor-to-backgroundratio(TBR)で定量化
して評価している｡その結果､早期相と遅延相のいずれにおいても､悪性軟
部腫癌の平均TBR値は良性軟部腫癌の平均TBR値より有意に高値であるこ
と､また､早期相と遅延相のいずれにおいてもTBR.が20%以上では､高い
感度､特異度で悪性の可能性が示唆された0本研究は､タリウムシンチグラ
フィーが良性軟部腺癌と悪性軟部腫癌を高い確率で鑑別できる有効な診断
法であることを証明したものであり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
